










 

研究目的 

 キナクリン染色をはじめとする染色体分染法の進歩で,ヒトの染色体は微細

な部分まで識別できるようになった。しかし,これらの方法をもってしても同定

の困難な染色体異常にそう遇することも稀でない。この点を考慮し,染色体同定

の精度を高める目的で,BUdR で細胞を前処理する方法について研究を進めてき

た。今回,BUdR を取り込ませた細胞についての種々の分染法で得られた成績と

その応用について報告する。 


